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　JAしまね第３回通常総代会の開催に先立ち、出雲地区本部では６月１１日から、５ブロック５会場でブロッ
ク別総代説明会を開催いたしました。
　石川本部長より、平成２８年度を好決算で終えることができたことについて組合員の皆様に御礼を申し上
げるとともに、正組合員加入促進の取り組み、農家所得の向上・農業生産の拡大に向けたＪＡ自己改革の取
り組みについて、ＪＡしまね一丸となって向かっていく旨、挨拶いたしました。竹下組合長ほか本店役職員も出
席し、平成２８年度決算報告、平成２９年度事業計画等について説明、質疑応答が行われました。
　平成２８年度JAしまね出雲地区本部の事業実績、平成２９年度JAしまね出雲地区本部事業方針は以下
の通りです。

事業総利益
信用事業総利益
共済事業総利益
購買事業総利益
販売事業総利益
保管事業総利益
加工事業総利益
利用事業総利益
宅地等供給事業総利益
その他事業総利益
指導事業収支差額
事業管理費

科　目 金　額
8,416,885
2,940,470
1,612,236
2,871,133
331,043
8,992
25,468
650,809
10,287
16,553
△50,108
7,758,293

事業利益
事業外収益
事業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税引前当期利益
法人税等合計
当期剰余金

科　目 金　額
658,592
509,401
171,049
996,944
96,928
185,330
908,543
134,064
774,478

平成２８年度 JAしまね出雲地区本部事業実績
（平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで） （単位：千円）

※本店配賦を含む。

平成２９年度 出雲地区本部事業方針

出雲地区本部ブロック別総代説明会の開催について

１．営農指導・販売事業
　⑴多様な担い手の育成、支援による農業振興
　⑵地域の農畜産物振興と販売促進による農業所得の向上
　⑶「売れるものづくり」の実践と出雲ブランドの確立
　⑷指導、支援体制の確立
　⑸集荷体制の見直し
　⑹通年型生産施設整備の検討
２．生産購買事業
　⑴生産資材等の安価・安定供給
３．高齢者福祉・生活指導・組織広報活動
　⑴組合員組織活動の支援および高齢者福祉活動の強化
　⑵「JAくらしの活動」の推進、支援および組合員の健康管理活動の推進
　⑶教育文化活動および情報提供活動の充実
４．生活購買事業
　○店舗事業（ラピタ）
　　⑴組合員の暮らしの中心となるような、機能的で魅力あふ

れる店舗展開
　　⑵食の「安全・安心・新鮮」を第一とした、JAの強みを生かし

た地場商品の拡販強化
　　⑶人材マネジメントの強化による経営基盤拡充とサービス向上
　○葬祭事業
　　⑴会館施設の効率運営と職員の業務スキル、認知度の更なる向上

　○旅行事業
　　⑴利用者ニーズに適した旅行企画と積極的な提案活動の強化
　○LPガス事業
　　⑴LPガスレンタル機器の普及やガス機器の販売強化
　○石油事業
　　⑴燃料油の安定供給と業務スキル向上による販売力の強化
　○自動車事業
　　⑴自動車販売促進と新規車検獲得のための営業体制強化
５．信用事業
　⑴農業メインバンク機能の強化
　⑵生活メインバンク機能の強化
　⑶利用者保護
　⑷事業基盤の整備
６．共済事業
　⑴普及基盤（次世代対策）の強化と推進活動の質的充実
　⑵共済事務の高位平準化とコンプライアンス態勢強化
　⑶自動車事故における自動車共済利用者総合満足度の向上
７．経営・財務・労務管理
　⑴組織基盤拡充とJA利用、参画の促進
　⑵経営リスク管理の取り組みによる組合員、利用者からの信頼性確保
　⑶組合員、利用者の期待に応えるJAであり続けるための経営

体制の構築
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　６月１９日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。

〈協議事項〉
　⑴北部カントリーエレベーター籾摺機等関連機器
の更新について

　⑵子会社の平成２９年度事業方針について
　⑶大口貸出先の承認について
〈報告事項〉
　⑴平成２９年産　米集荷拡大運動について
　　「販売を起点としたものづくり」を主眼に置き、消費

者、実需者から求められる米作りを進めるため、
1.9㎜ふるい目導入による品質向上、また、全量
買取による有利販売を進めるため、販売先との収
穫前契約を行い、生産者の所得向上と安全・安
心な「いずも米」の販売拡大を進めます。

　　平成29年度米集荷目標数量
　　6,900t（230,000袋）加工用米を含む
　⑵平成２９年度組合員大会について
　　7月4日（火）から8月8日（火）の間、各地区で組合
員大会を開催しますので、皆様のご参加をお待ち
しています。詳しい日程等については、各支店まで
お問い合わせください。

　⑶出雲市農政会議役員改選について
　⑷年金受給者の集い開催について
　　10月18日、19日の2日間　ＪＡしまね統合3年
謝恩企画として「小林幸子コンサート」を企画し
ました。

　　〈対象者〉
　　⑴当ＪＡ出雲地区本部で既に年金振込口座を

指定いただいている方
　　⑵当ＪＡ出雲地区本部に新たに年金振込口座を

指定いただいた方
　⑸平成２８年度員外利用率について
　⑹平成２９年５月末事業実績について
　⑺子会社および関連会社（法人）の決算報告について
　⑻平成２９年度日本農業新聞購読普及運動要領
について

　　日本農業新聞は、組合員農家と農業の利益を守
る世論づくりを目指すとともに、農業に関わる各分
野の幅広い情報を報道するＪＡの総合機関紙・
農業専門誌です。是非この機会にご購読をお願
いします。

出雲地区本部理事会報告

求人
募集

ＪＡで一 に
きませんか？

職 種

採用予定者数

支店窓口職員

☎（0853）21-6012 採用担当　矢倉、清水

（定期職員）

若干名

勤 務 地 出雲地区本部管内の支店

給 　 与 １３０，０００円より （経験等考慮）

資 　 格 概ね４０歳までの男・女

勤 務 時 間 月～金（祝日を除く） ８：３０～１７：００
（第３金曜日19：00まで、第３土曜日 出勤日）

問い合わせ先



「
牛
乳
」

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す

7月は

　

今
月
は
佐
田
町
で
「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
」
を
70
頭
（
経
産

牛
４５
頭
、
育
成
牛
２５
頭
）
飼
育
す
る
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
酪

農
部
会
の
川
上
哲
也
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！
川
上
さ

ん
の
牧
場
は
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
の
認
証
を
受
け
、
安
全
面

や
衛
生
面
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
た
環
境
で
食
農
教
育
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
川
上
さ
ん
は
酪
農
後
継

者
会
の
会
長
も
務
め
、
こ
れ
か
ら
の
酪
農
を
担
う
人
た
ち

の
ま
と
め
役
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

│
│
酪
農
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　

実
家
は
非
農
家
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
し
た
が
、
動
物

が
好
き
で
、
酪
農
家
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
は
昔
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
地
元
鳥
取
県
の
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
、
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
２
年
間
ほ
ど
勤
務
。
そ
の
後
結
婚
を
機

に
、
妻
の
実
家
で
後
継
者
と
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

│
│
日
々
ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

毎
日
の
仕
事
は
、
朝
と
夕
方
の
乳
搾
り
と
、
え
さ
や
り
、

糞
掃
除
な
ど
で
す
。
生
き
物
相
手
で
す
の
で
、
１
日
も
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
仕
事
で
す
が
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用

し
、
月
２
回
は
休
み
を
取
り
、
家
族
と
の
時
間
を
持
つ
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
は
、
酪
農
家
が
休
み
を
と

る
時
に
代
わ
っ
て
え
さ
や
り
や
搾
乳
な
ど
の
仕
事
を
し
て
く

れ
る
人
で
す
。
出
雲
は
制
度
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
家
畜
人
工
授
精
師
と
し
て
、

委
託
を
受
け
て
他
の
農
家
で
人
工
授
精
を
行
う
仕
事
も
し

て
い
ま
す
。

│
│ 

酪
農
体
験
に
も
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　

近
隣
の
保
育
園
か
ら
は
よ
く
牛
舎
の
見
学
に
来
ら
れ
ま
す

し
、
こ
ち
ら
か
ら
保
育
園
に
行
っ
て
お
話
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
牛
乳
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
み
ん
な
に
牛
乳
を

飲
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
酪
農
を
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
酪
農
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
地
域
全
体
の
理
解
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

職
場
体
験
と
し
て
、
中
学
生
や
農
林
高
校
生
の
受
け
入

れ
も
し
て
い
ま
す
。
厳
し
さ
、
大
変
さ
も
体
験
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
私
は
や
り
が
い
、
楽
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
酪
農
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
伝
わ
れ
ば
嬉
し

い
で
す
ね
。

│
│
今
、
挑
戦
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

興
味
を
持
っ
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
、
牛
の

改
良
が
あ
り
ま
す
。
病
気
に
な
り
に
く
い
、
乳
質
が
良
い
な

ど
の
特
徴
を
持
っ
た
牛
を
親
に
し
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
牛

が
産
ま
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
で
、
作
業
の
効
率
化
、
収

益
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
経
営
を
突
き
詰
め
る
の
は

生
活
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
が
、
勉
強
し
、
試
行
錯
誤

し
た
こ
と
が
実
績
に
繋
が
る
の
は
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
後
継
者
会
の
会
長
も
し
て
お
り
、
勉
強
会

を
し
た
り
、
視
察
に
行
っ
た
り
と
若
い
者
同
士
で
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
酪
農
を
担
う
皆
さ
ん
と
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
。

│
│
最
後
に
「
牛
乳
」
の

P
R
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

良
質
な
牛
乳
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ

地
元
の
安
全
・
安
心
で
新
鮮

な
お
い
し
い
牛
乳
を
飲
ん
で

い
た
だ
き
た
い
で
す
！

ＪＡしまね出雲酪農部会
川上　哲也さん
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牛
乳
の
栄
養

　

牛
乳
は
日
本
人
に
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
に
最
適

で
す
。
コ
ッ
プ
１
杯
で
、
成
人
の
１
日
の
カ
ル
シ
ウ
ム
必
要
量
の

１
／
３
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
吸
収
さ

れ
に
く
い
栄
養
素
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、牛
乳
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、

効
率
よ
く
吸
収
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
乳
は
、
体
内
で
合
成
で
き
な
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
含

む
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
を
は
じ
め
、
糖
質
、
脂
質
と
い
う
三
大
栄

養
素
は
も
と
よ
り
、
体
の
調
整
に
は
欠
か
せ
な
い
ビ
タ
ミ
ン
類
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
っ
た
、
多
く
の
栄
養

素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　

摂
取
さ
れ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
骨

に
は
沈
着
せ
ず
、そ
の
ま
ま
尿
に
よ
り
排
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

体
に
刺
激
を
与
え
、
骨
の
新
生
を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

適
度
な
運
動
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

牛
乳
の
生
産

　

出
雲
地
区
本
部
管
内
で
は
22
戸
の
酪
農
家
が
安
全
・
安
心
・

新
鮮
な
牛
乳
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。早
朝
か
ら
餌
や
り
、

牛
舎
の
清
掃
、
牛
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
、
搾
乳
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

搾
乳
は
朝
と
夕
方
の
１
日
２
回
、
ミ
ル
カ
ー
（
搾
乳
機
）
を

使
っ
て
行
い
ま
す
。
搾
乳
前
に
は
ミ
ル
カ
ー
の
殺
菌
･
消
毒
、

乳
頭
の
清
拭
を
行
い
、
ま
た
乳
頭
の
刺
激
、
牛
乳
の
チ
ェ
ッ
ク

の
た
め
に
前
搾
り
を
行
う
な
ど
の
衛
生
管
理
を
し
ま
す
。
ミ
ル

カ
ー
に
よ
っ
て
搾
ら
れ
た
牛
乳
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
保
冷
用
の
タ
ン
ク
（
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
）
に
送
ら
れ
冷
却

さ
れ
ま
す
。

　

タ
ン
ク
で
冷
や
さ
れ
た
牛
乳
は
、
島
根
中
酪
㈱
の
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
集
乳
さ
れ
、
工
場
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。

牛
乳
の
製
造

　

島
根
中
酪
㈱
が
取
り
扱
う
原
料
乳
は
、
す
べ
て
地
元
で
生
産

さ
れ
た
生
乳
で
す
。
島
根
中
酪
㈱
は
、
厚
生
労
働
省
認
可
の

H
A
C
C
P
承
認
工
場
で
、
新
鮮
な
生
乳
を
速
や
か
に
か
つ
、

衛
生
的
に
処
理
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
地
元
で
生
産
さ

れ
た
お
い
し
い
牛
乳
は
、
皆
さ
ん
の
お
宅
や
ラ
ピ
タ
な
ど
の
小

売
店
の
店
頭
に
並
び
ま
す
。

カッテージチーズのサラダ

おいしいレシピの牛乳

〈材料〉［2人分］
カッテージチーズ
●牛乳
●酢

〈材料〉［３～４人分］
●トマト
●オレンジ
●レモン汁
●はちみつ
●ホエー
●牛乳

・・・・・・・・・・・１個
・・・・・・・・・１個
・・・・・小さじ１
・・・・・大さじ１
・・・・・・・２００㎖

・・・・・・・・・１００㎖

・・・・・・・・・・500㎖
・・・・・・・・・・大さじ２

サラダ
●レタス類
●アボカド
●厚切ベーコン
●ミニトマト

・・・・・・・・50ｇ
・・・・・１／2個
・・・・70ｇ

・・・・・・・・9個

●ゆで卵
●アーモンド

・・・・・・・・・・1個
・・・・・・20ｇ

ドレッシング
●マヨネーズ
●トマトケチャップ
●牛乳
●レモン汁
●塩、コショウ

・・・・・・・・大さじ3
・・・大さじ1

・・・・・・・・・・・・・大さじ1
・・・・・・大さじ１／2
・・・・・・・・・少々

①鍋に牛乳を入れて、６０～７０℃に温める。（鍋肌に小さな泡がぷつぷ
つ出るくらい）
②火を消して、温めた牛乳に酢を入れ、すばやく混ぜ、少し置く。
③やや黄色がかった水分と豆腐のような白い塊に分離したら、ボウル
に清潔なふきん（またはキッチンペーパー）をしいたザルをのせ、鍋
の中のものを流し込み、水けを絞る。
④ふきんに残ったものがカッテージチーズ、絞った液体がホエー（ホ
エーはミックスジュースで使う）。カッテージチーズは小皿にとっておく。
⑤レタスは一口大にちぎり、アボカド・ベーコンは１㎝角に、ミニトマトは
縦半分に切る。ゆで卵、アーモンドは粗く刻む。
⑥ドレッシングの材料を混ぜておく。
⑦ボウルに⑤をきれいに盛り、中央に④のカッテージチーズを盛る。
⑧ドレッシングをかけて完成！

〈作り方〉

ミックスジュース

①ミキサーに全ての材料を入れて、攪拌する。
②コップに注いで、完成！
※上記「カッテージチーズのサラダ」のレシピ
の④でできたホエーを使用する。

〈作り方〉
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三
地
区
本
部
の
女
性
部
が
合
同
で
研
修

正
組
合
員
化
を
目
指
し
て

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
・
斐
川
・
石
見
銀
山
女
性
部
は

６
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
会
議
室
で

三
地
区
合
同
の
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
日
本
農
業

新
聞
の
児
玉
洋
子
論
説
委
員
が
「
女
性
の
Ｊ
Ａ
参
画

と
自
己
改
革
」
と
題
し
て
講
演
。
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
が

三
ヵ
年
計
画
（
平
成
28
年
〜
平
成
30
年
）
に
掲
げ
る
「
正
組

合
員
30
％
以
上
、
総
代
15
％
以
上
、
役
員
３
人
以
上
」
の
目

標
に
向
け
、
三
地
区
本
部
の
各
女
性
部
支
部
長
ら
約
80
人
が

Ｊ
Ａ
参
画
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
統
計
を
用
い
な
が
ら
、
女
性
が
農
家
経
営
に

参
画
し
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
収
益
性
も
向

上
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
説
明
。
地
域
振
興
や
Ｊ
Ａ
運
営

に
も
引
っ
張
っ
て
い
く
女
性
の
力
が
不
可
欠
だ
と
話
し
ま
し

た
。
児
玉
論
説
委
員
は
「
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
人
を
作
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
役
職
な
ど
に
つ
く
機
会
が
あ
っ

た
と
き
は
、
尻
込
み
せ
ず
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
向
か
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
女
性
の
Ｊ
Ａ
参
画
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
石
見
銀
山
女
性
部
の
事
例
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
地

区
本
部
の
松
浦
係
長

が
、
女
性
部
と
Ｊ
Ａ

が
連
携
し
て
個
別
訪

問
し
、
女
性
の
Ｊ
Ａ

参
画
を
推
進
し
て
き

た
事
例
を
報
告
。
推

進
に
関
わ
っ
た
歴
代

女
性
部
長
や
、
現
在

Ｊ
Ａ
運
営
に
関
わ
っ

て
い
る
女
性
総
代
の

声
も
紹
介
し
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」品
評
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
16
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね

荒
木
支
店
会
議
室
で
ぶ
ど
う
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。
検
査

員
に
よ
る
一
次
選
考
を
通
過
し
た
２
キ
ロ
箱（
LL
・
Ｌ
規
格
）

32
点
を
県
や
市
、
部
会
関
係
者
ら
13
人
が
審
査
し
、
最
優
秀

賞
の
出
雲
市
長
賞
１
点
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米
穀
園
芸
部
長
賞
な

ど
優
秀
賞
７
点
を
決
定
。
出
雲
市
長
賞
に
は
大
社
支
部
の
矢

田
努
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
は
島
根
ぶ
ど
う
の
品
質
お
よ
び
商
品
性
の
高
位
平
準

化
を
図
り
、
生
産
振
興
と
栽
培
農
家
の
意
欲
向
上
を
目
的
に
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
着
色
や
粒
張
り
、
房
揃
い
な
ど
を
基
準

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
委
員
長
を
務
め
た
島
根
県
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
果
樹
技
術
普
及
課
の
安
田
雄
治
課
長
は
「
今
年

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
ぶ
ど
う
を
作
る
に
あ
た
っ
て
例
年
に
な
い

く
ら
い
条
件
が
良
い
。
出
品
さ
れ
た
ぶ
ど
う
も
そ
れ
が
表
れ
た

素
晴
ら
し
い
出
来
で
し
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。
受
賞
し
た
８

点
は
、
６
月
17
日
、
18
日
に
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
開
か
れ
た
島

根
ぶ
ど
う
祭
り
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米
穀
園
芸
部
長
賞

　

出
雲
支
部　

今
岡
和
宏
さ
ん

▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
長
賞

　

出
雲
支
部　

米
山
隆
さ
ん

▼
出
雲
広
域
農
業
共
済
組
合
長
賞

　

出
雲
支
部　

安
達
富
治
さ
ん

▼
㈱
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
社
長
賞

　

大
社
支
部　

金
築
勝
利
さ
ん

▼
島
根
県
果
樹
同
志
会
長
賞

　

大
社
支
部　

森
山
謙
二
さ
ん

▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
長
賞

　

出
雲
支
部　

福
城
弘
志
さ
ん

▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

長
賞
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ
賞
）

　

出
雲
支
部　

曽
田
英
樹
さ
ん
着
色
、粒
張
り
な
ど
を
確
認
す
る
審
査
員

や
す
ら
ぎ
会
総
会
開
催

女
性
部
と
連
携
し
よ
り
良
い
活
動
を

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
は
６
月
21
日
、
ラ
ピ
タ
本

店
で
「
第
２
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
総
会
」
を
開

き
ま
し
た
。
会
員
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
１
２
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の
活
動
報
告
や
平
成
29
年
度
の

活
動
計
画
、
組
織
体
制
な
ど
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
会
員
が
高
齢
化
し
活
動
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
今
、

密
接
な
関
係
に
あ
る
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
と
連
携
を
図

る
た
め
、
組
織
体
制
を
旧
市
町
村
単
位
６
地
区
か
ら
、
同
女

性
部
と
同
じ
５
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
変
更
。
ブ
ロ
ッ
ク
間
で
の
情

報
共
有
、
交
流
な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
の
助
け
合
い
組

織
と
し
て
よ
り
よ
い
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

や
す
ら
ぎ
会
の
片
伊
勢
妙
子
会
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中

で
「
こ
れ
か
ら
も
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
心
を
持
ち
、
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
や
す
ら
ぎ
会
桧
山
支
部
の
活
動
報
告
と
し
て
、

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
長
の
長
岡
一
子
さ
ん
が
、
地
域
の
交
流

の
場
と
し
て
昨
年
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
に
じ
の
会
」
を
紹
介

し
ま
し
た
。
桧
山
地
区
の
「
虹
が
滝
」
が
名
前
の
由
来
で
、Ｊ

Ａ
と
も
連
携
し
、
介
護
予
防
運
動
や
家
の
光
の
読
み
語
り
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
健
康
運
動
指
導
士

の
藤
岡
桂
子
さ
ん
に
よ
る
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
践
研
修
」

も
行
わ
れ
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
の
楽
し
い
講
演
に
、
会
場

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

や
す
ら
ぎ
会
は
、
平
成
５
年
、Ｊ
Ａ
が
取
り
組
ん
で
き
た
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
を
修
了
し
た

87
人
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
会
員
約
１
，２
０
０
名
で

地
域
で
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
介
護

予
防
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど

様
々
な
助
け
合
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
長
年
に

わ
た
る
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
島
根
県
各
種
功
労
者
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

講演する児玉論説委員

挨拶をする片伊勢会長

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず
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日頃のご愛顧ありがとうございます！
朝山支店で来店感謝デー実施

ＪＡしまね出雲メロン部会
アムスメロンの出荷始まる

　ＪＡしまね出雲地区本部朝山支店は６月１５日、来店感
謝デーを実施しました。端午の節句にちなみ笹巻き２６０
本を用意し、日頃のご愛顧への感謝を込めて来店された
お客様にプレゼントしました。
　毎月第３木曜日にＪＡ女性部朝山支部が開いている「朝
山ふれあい市」に合わせて行ったもので、朝早くからたく
さんのお客様にご来店いただきました。笹巻きも同支部
で作ってもらったものです。来店されたお客様には笹巻き
をお渡しするとともに、現在行っている金融商品のキャン
ペーンなどのお役立ち情報をご案内しました。
　同支店の倉橋光浩ブロック長は「女性部の皆さんのご
協力のおかげでご来店のお客様に喜んでいただけました。
これからも皆
様のお役に立
てるよう、情
報を発信して
いきたいと思
います」と話
しました。

ＪＡしまね出雲しいたけ部会
第１８回定期総会開催

　ＪＡしまね出雲しいたけ部会は６月６日、出雲地区本
部会議室で第１８回定期総会を開きました。部会員、行
政関係者、市場関係者、ＪＡ役職員ら約６０人が出席し、
平成２８年度の事業報告、平成２９年度の事業計画など
を承認しました。
　平成２８年度は周年栽培の拡大により春夏栽培の出荷
重量および販売金額が大幅に増加し、過去最高の販売金
額３億５,７４７万円（前年対比１０１.７％）を計上しました。
同部会ではＪＡしまね農業振興支援事業「生き生きプラン」
の導入により周年栽培の体制強化に取り組んでいます。ま
た、島根県が行う「きのこの里づくり事業」により施設等
を整備したほか、同地区本部の業績還元助成で「サンマッ
シュくん」の着ぐるみを導入し販売促進も強化しました。
　平成２９年度は島根県の認証制度である「美味しまね
認証」の団体認証取得に向けて、内容把握と取り組み強
化を行います。定期総会に先駆けて開かれた支部総会で
は、ＪＡしまね出雲地区本
部の担当者による講習が行
われました。同部会の三島
茂部会長は「今後認証取
得も必要となってきます。
出雲しいたけ部会が先進的
に取得に向かっていきた
い」と話しました。

ＪＡしまね出雲女性部中部地区
高瀬川沿いで清掃活動を実施
　ＪＡしまね出雲女性部中部地区は６月２６日、高瀬川周
辺の清掃活動を行いました。昨年から地域貢献と環境保
全活動の一環として取り組んでいます。当日は女性部員２７
人が参加しました。
　清掃したのは高瀬川沿いにある八雲神社周辺。ヘチマ
から作ったたわしで、橋桁や公園の石製ベンチなどを磨き
ました。たわしに使われたヘチマは昨年度女性部・ＪＡ役
職員が一体となって取り組んだ「みどりのカーテン」の収
穫物です。石鹸は廃食油から作ったものを使用し、環境
にも配慮しました。ゴミや落ち葉なども拾い、約１時間の
活動できれいな街づくりに貢献しました。
　同女性部中部地区の錦織文子地区長は「昨年の清掃
活動も、地域の皆さんによろこんでいただきました。誇り
をもって活動してほしいと思います」と部員に呼びかけた。

　ＪＡしまね出雲メロン部会が生産するアムスメロンの出
荷が６月９日に始まりました。生産者１人が約７０箱をＪＡ
大社西部集荷所に出荷。今年は昨年より４日早い初出荷
となりました。
　今年は天候に恵まれ、品質の良い甘いメロンが出荷さ
れています。収穫されたメロンは地元市場を中心に関西
市場にも出荷。出雲のアムスメロンはネットの張りが良く、
県内外から高い評価を得ています。７月下旬頃からはアー
ルスメロンの出荷も始まる予定で、部会として今年度は年
間販売高２,５００万円を目指しています。

来店されたお客様に笹巻きをプレゼント定期総会を開催

橋桁をきれいに磨く女性部員 品質の高いメロンが出荷された

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO



20

女性部員の指導を受けながら種を植える児童

声を揃えて
「おおきくなあれ」
園児が「西浜いも」の苗植え体験

「食材の日」イベント
６月はぶどうをＰＲ

　出雲市湖陵町の大山オーナー農園で、６月５日から９日
にかけて管内特産のさつまいも「西浜いも」の苗植え体
験が行われました。農園管理人の鎌田勉さんが食と農の
大切さを学んでもらいたいと毎年実施しています。今年は
市内６保育園・１幼稚園から約３６０人が参加し、１７a
の畑に約６,０００本の「べにはるか」の苗を植え付けま
した。
　鎌田さんから苗の植え方の説明を受けた園児らは「おお
きくなあれ」と声を掛けながら熱心に苗を植え付けました。
体験した園児は「楽しかった。たくさんできてたら嬉しい」
と笑顔で話しました。１０月下旬に園児らで収穫し、焼き
芋や、芋を使ったクッキングなどに活用される予定です。
　鎌田さんは「子ど
もたちがとても熱心
に取り組んでくれま
した。体験を通して
地域の特産である
『西浜いも』のこと
を知ってもらい、普
及にもつなげていき
たい」と話しました。

ＪＡしまね出雲集落営農組織連絡協議会
第１５回定期総会開催

　ＪＡしまね出雲集落営農組織連絡協議会は６月２９日、
ＪＡしまね出雲地区本部で「第１５回定期総会」を開催し
ました。
　総会には、営農組合の代表者や関係者ら約１００人が
出席。平成２８年度の事業報告・研修会・視察等の報
告を行い、平成２９年度も引き続き、持続可能な水田農業・
農業経営していくために研修会の開催や後継者の育成な
どをすすめていくことを確認しました。総会終了後には、
島根県東部農林振興センター出雲事務所の吉岡孝専門農
業普及員が集落放牧について情報提供しました。また、
近年注目されている農業ＩＣＴ研修として、圃場管理をシ
ステム化したアグリノートについて株式会社ドコモＣＳ中国
島根支店法人営業担当の中野莉沙氏より説明を受け、参
加者全員で情報を共有しました。
　同協議会の小村正会
長は「平成３０年問題な
ど、農業を取り巻く環境
は厳しく不安があるが、
組織が手を携えながら一
致団結して取り組んでい
く必要がある」と意気
込みを話しました。

国富小学校４年生
大豆の種まき体験
　出雲市立国富小学校の４年生３２人は６月２０日、国富
町の森山宏さんの農場で大豆の種まき体験を行いました。
国富小学校では、地産地消について学ぶことや農業に触
れ合うことを目的に毎年大豆の栽培をしています。
　児童はＪＡしまね出雲地区本部職員から大豆の植え方
の説明を受けた後、１列に並んで種まきをしました。植え
た大豆は「タマホマレ」という品種です。ＪＡ職員、ＪＡ
しまね出雲女性部国富支部の部員の指導のもと、児童は
２０センチ間隔で掘った穴に２、３粒ずつ丁寧に種を植え
ていきました。今後水やりなどの管理は森山さんが行いま
す。種まきを終えた児童は「大豆の名前も覚えられて勉
強になった。収穫が楽しみ」と笑顔で話しました。
　大豆は１１月に収穫し、児童と女性部で味噌に加工す
るほか、豆腐
作りも計画し
ています。５
年生になった
時の調理実習
で味噌汁にし
て味わう予定
です。

　ＪＡしまね出雲地区本部は６月１１日、出雲市大社町の
三成卓夫さんのぶどうハウスでぶどう狩り体験を実施しま
した。
　同地区本部では、地産地消の取り組みとして、月１回「食
材の日」を設け、生産者・販売者・消費者一体となって
ＪＡ管内の特産品をＰＲしています。６月は出荷ピークを
迎える「デラウェア」を取り上げ、食育をテーマに、小
学生以下の児童同伴でのぶどう狩り体験を企画。ラピタ
で２，０００円以上お買い上げのお客様が応募でき、今回
は約７００件の応募者の中から当選された１６組３２人を
１時間の食べ放題に無料で招待しました。
　体験は２班に分かれ実
施。収穫方法について説
明を受けた後、それぞれ
がおいしそうなぶどうを選
んで収穫しました。参加者
は「ぶどうが実っている様
子を初めて見た」「家で食
べるのとは違った楽しさが
あった」と普段とは違う食
べ方を楽しみました。 収穫を楽しむ親子

「おおきくなあれ」と声を揃える園児総会であいさつする小村会長

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず
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ＪＡしまねラピタ農産物直売会
試食宣伝で消費者と交流

　ＪＡしまねラピタ農産物直売会は６月２４日、ラピタ本
店で消費者との交流イベントとして、加工品の試食宣伝を
行いました。同会加工部会の役員９人が店頭に立ち、漬
物を試食してもらうとともにレシピを紹介することで、直
売会商品をＰＲしました。
　同会では地産地消を推進するため例年消費者との交流
イベントを行っています。以前は農家体験などを実施して
いましたが、新しい試みとして、昨年から同会加工部会
が消費者と話をしながらの試食宣伝を行っています。カウ
ンターを設置し多種類の漬物を並べ、来店される方に足
を止めて交流してもらえるよう工夫。今多く採れているきゅ
うりなどの簡単なレシピを紹介し、漬物だけではなく、
その他の直売会商品にも目を向けてもらうよう促しました。
試食した人は
「おいしい漬
物が食べられ
て良かった。
レシピがある
のは嬉しい」
と話しました。

女性部高浜支部
笹巻きづくりで世代間交流

　ＪＡしまね出雲女性部高浜支部は６月３日、ＪＡしまね高
浜支店倉庫で笹巻き作りを行いました。季節の伝統行事
を継承していこうと１０年ほど前から開かれ、今年は親子
合わせて約３０人が参加しました。今年は棒を差した団
子を笹で巻く地域伝統の笹巻きに加え、もち米を笹で三
角に包む三角笹巻きにも挑戦。地域の行事などで三角笹
巻きを作ることが多い同女性部稗原支部から同女性部長
の高野智子さん、同女性部南部地区長の飯塚晴子さんを
講師に招き、２時間半の活動で約１５０本の笹巻きと、
約２００個の三角笹巻きを作りました。
　同女性部高浜支部の錦織文子支部長は「世代間交流
ができるとても良い行事。これからも続けていきたいです」
と話しました。

稗原支部の講師に習いながら三角笹巻きづくり

ＴＡＣ活動の一環
大型特殊免許講習会開催

　ＪＡしまね出雲地区本部は６月２２日、２３日の２日間、
出雲市斐川町の全農生産資材部農業機械課島根農機事
務所で大型特殊免許（農耕車限定）講習会を開きました。
同事務所の藤原義人副審査役を講師に、市内の営農組
合構成員、農家の従業員ら１０人が公道での運転の仕方
など、免許取得に必要なポイントを学びました。
　この講習会は、ＴＡＣの活動として、全農農機部門と連
携し、平成２１年から継続して実施しています。定年退職
に伴う就農や農家の規模拡大に伴う従業員募集などで、
大型特殊免許取得支援に対する要望が多く、近年は農
耕車両の大型化により大型特殊免許が必要なケースも増
えています。当日は交通ルールなどの講義を受けた後、
敷地内で 1 人ずつ大型トラクターの運転を練習しました。
受講者は「勤め
先の方針で受け
させてもらいまし
た。慣れも必要
ですが、きちん
としたルールを身
につけて農機を
扱いたいです」
と話しました。

産米改良功労者表彰
田中正文さんが受賞

　第５５回島根米品評会の表彰式が６月９日、松江市の
サンラポーむらくもであり、平田町の田中正文さんが産米
改良功労者として表彰されました。
　田中さんは、平成１０年から島根県水稲奨励品種決定
現地調査の担当農家として試験圃を設置し、島根県及び
ＪＡしまね出雲地区本部管内の産米改良に貢献していま
す。その功績により、平成１３年には早生品種チドリの
後継品種として数々の試験品種の中から、ハナエチゼン
が奨励品種として採用されました。その後も様々な後継
品種試験に協力しています。
　また、出雲地区本部管内においても、以前から水稲関係
の各種実証圃や肥料農薬展示圃などに積極的に取り組み、
水稲肥料施肥設計、防除暦の
見直しにも寄与しました。現在
も島根県つや姫マイスターとし
て、つや姫の品質向上や栽培
面積拡大に取り組んでいます。
　受賞にあたり、田中さんは
「長く取り組んできたことを表
彰していただき光栄に思いま
す。今後も継続して産米改良
に協力していきたいと思いま
す」と話しました。

産米改良功労者として
表彰された田中さん

多種類の漬物を用意

乗車前に車両を確認する受講者

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO



読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ちし
ています。

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまね」編集係　宛

unity@jaizumo.or.jp

あ
て
先

メールでの投稿も大歓迎！

読者の
ページ

（匿名希望の方は明記してください）
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▶

出雲⇒札幌（新千歳）線の片道運賃例

75日前までの予約でオトク！ 9,800円～18,300円ウルトラ先得

▶28日前までの予約でオトク！
。すまいざごも賃運引割の」約予のでま前日54「」約予のでま前日55「

※販売座席数には限りがございます。　※期間によっては設定のない場合がございます。

2017年8月2日～8月30日（月・水・金・日曜日運航）ご搭乗分

《掲載情報は2017年5月1日現在のものです。》
ダイヤ、運賃および航空券の予約・購入はJALのホームページをご覧になるか、コールセンターへお問合わせください。
■JALホームページ http://www.jal.co.jp　コールセンター☎0570-025-071（有料・ご利用時間7：00～20：00）

15,000円～21,300円先得タイプA

出雲⇒札幌（新千歳）
便名

JAL3421
機種
738

出発
14：45

到着
16：40▶

札幌（新千歳）⇒出雲
便名

JAL3426
機種
738

出発
11：55

到着
13：55▶

2017年8月2日～8月30日（月・水・金・日曜日運航）（月・水・金・日曜日運航）

※週4便（月・水・金・日曜日）の運航になります。
※機種／738：ボーイング737-800（クラスJ：20席、普通席145席）　
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ご優待 JAしまね統合三年 出雲地区本部 謝恩企画出雲地区本部 謝恩出出出雲地区雲地出雲地区区本部区本部区本部 謝恩謝恩謝恩出出雲地区区本部 謝恩AAAAA

10月18日水・19日木
Aしまね統合三年 出AAAし 統しまねしまねしまね統統合三統合三統統合三三年 出年 出三年 出Aししまね統統合三三年 出

10月18日
平成29年

日時

《昼の部》開場13：00  開演13：30
《夜の部》開場17：30  開演18：00

《午後の部》開場14：30  開演15：00

負担金：お一人様／1,000円

※出雲地区以外の地区には、送迎バスをご用意しております。※自家用車でご来場の際には、駐車場に限りがありますのでご了承願います。
※参加者多数の場合には、日程を変更する場合があります。また、ご希望にそえない場合もありますのでご了承願います。
※会場の都合により、お食事（お弁当）の準備はしておりません。

開 催 日
上津・四絡・高浜・川跡・平田中央・灘分
国富・西田・平田東

ゆとり会

朝山・稗原・佐田・多伎・湖陵・大社
荒木・遙堪
高松・荒茅・園・神西・神戸川・大津・塩冶
出雲・今市・出雲市役所・有原

10月18日㈬

10月19日㈭

出雲地区本部にて年金振込口座をご指定
いただいている方のみご参加いただけます。

出雲地区本部にて年金振込口座をご指定
いただいている方のみご参加いただけます。

出雲地区本部にて年金振込口座をご指定
いただいている方のみご参加いただけます。

対 象 支 店

JAしまね 出雲地区本部 年金日帰り旅行 JAしまね 出雲地区本部 年金受給者一泊旅行
※写真はイメージです。※料理写真はイメージです。

最
上
稲
荷

出雲市民会館
大ホール

場所
2日間4ステージ

小
林 

幸
子

コ
ン
サ
ー
ト

昼の部 夜の部

午前
の部

午後
の部

開場10：20  開演10：50《午前の部  ゆとり会》

平成29年

平成30年

平成30年

平成30年

平成30年

平成30年

11月22日（水）～23日（木・祝）
中

IZUMOIZUMO
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　市内の幼稚園に勤務する原
咲子さん。大学での実習を経て、幼稚園で働きたいと思うよ
うになりました。大学を卒業し、幼稚園の先生になったのが今
年の４月。「慣れない仕事で毎日があっという間です」と話し
ます。
　咲子さんは担任の先生の補助として年中のクラスを担当
し、主に１対１の個別対応で園児と関わっています。ほめると
きも叱るときも、言葉だけではなく表情なども使って、「良い
こと」と「悪いこと」がちゃんと伝わるよう心がけています。ま
た、園児たちの成長していく姿に、仕事へのやりがいを感じ
るという咲子さん。「新しいことができるようになったとき、
『できた！』と教えてくれるのが嬉しいです」と話します。
　咲子さんの特技は空手。小学生のときに始め、昨年までは
ずっと大会にも参加していました。今でも月曜の夜にはさん
ぴーの出雲に出かけ、子どもたちに空手の指導をしていま
す。
　今後の目標を尋ねると「園児たちにできるだけいろんな経
験をさせてあげたいです。その援助をすることで、自分も一
緒に成長できたら嬉しいです」と話す咲子さん。園児みんな
のことを考えて仕事に取り組んでいます。

６月講座「暮らしまわり、キチンとスッキリ！
　　　　　　　　　　　整理収納講座」

森山　泰蔵さん（80歳）
志保子さん（75歳）

出雲市湖陵町
もり　やま　　 たいぞう

し　　ほ　　こ

出
雲
市
朝
山
町

原
　
　
咲
子 

さ
ん（
22
歳
）

は
ら
　
　
　
　
　
　
さ
き
　
こ

　湖陵町で農業を営む森山さんご夫婦。４０アールの田んぼで水稲栽
培を行うほか、１０アールの畑でトマトやきゅうり、なす、かぼちゃなど、
季節のいろいろな野菜を栽培しています。また、新聞で見た二千年ハス
に感動し１0アールでハスを育て始めました。レンコン苗を手に入れる
のに浜田まで足を運んだそうです。志保子さんは「きれいなハス畑にす
るのが夢です」と楽しそうに話します。
　泰蔵さんは、長く農協に勤務し、その後商工会の事務局長や農協の
理事を務め地域のために尽力してこられました。志保子さんは泰蔵さん
が仕事に忙しい間、家を守ることを一番に考え、農業に従事するととも
に、家計を管理してきました。家の光家計簿を何十年も前から活用し、
丁寧につけられた家計簿は表彰されたこともあるそうです。
　泰蔵さんの趣味はテレビで相撲や野球を見ること。また、県外に住む
お孫さんたちがおられ「帰ってきたときに一緒にお酒を飲むのが何より
の楽しみです」と話します。志保子さんの趣味は太極拳やコーラスなど
多彩です。家の光を活用した活動をするグループ「東三部ＪＡ女性部」に
も所属し、積極的に活動しています。
　お互いが主導権を持って同志としてやってきたというお二人。「お互
いの言い分を聞き、キャッチボールができたのが良かったと思います。
どちらかが暴投してもしっかり受け止めてきました」と笑顔で話す仲の
良いご夫婦です。

　ＪＡしまね出雲地区本部は
６月１３日、いずもＪＡ女子大学６月講座「住まいも私も
整えよう！整理収納講座」を開きました。インテリアコ
ーディネーターの谷本恵美さんを講師に招き、女子大
学生８人と聴講生１人が参加。“すっきりした暮らし”
を目指してモノの片付け方、しまい方を学びました。
　谷本さんは女子大学生に「どんな暮らしがしたい
ですか？」と問いかけ、片づけをすることで待っている
理想の暮らしをイメージすることが大切だと伝えまし
た。片付けの「在り方」を学んだ後は「やり方」の学習
です。指導を受けながら自分のカバンの中身を実際
に整理したほか、冷蔵庫の引き出しに見立てた段ボー

ル箱を使い、収納方
法を実践しながら学
びました。冷蔵庫に
ついては班ごとに収
納のポイントを発
表。女子大学生は、
自分のやり方を自信
を持って説明すると
ともに、他の家庭のやり方を真剣な様子で聞いていまし
た。
　女子大学生は「片付けは苦手でしたが、今日の講座を
生かして取り組んでいきたいと思います」と話しました。
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出雲市平田町

渡部 凌駕くん（６歳・左）

未来ちゃん（２歳・右）

わたなべ　りょう　が

み　らい

　いつも２人からは元気をもらっています。これから
も仲良く元気に大きくなってね。

　小学１年生の凌駕くん。未来ちゃんとけんかに
なると自分が譲って仲直りする優しいお兄ちゃん
です。野球がやりたくて、４月からスポーツ少年団
に入団しました。スイミングも習っています。家では
モノを作るのが好きで、折り紙をしたり、工作をし
たりしています。とても上手に描けた日本地図も
見せてくれました。未来ちゃんはお手伝いもしてく
れるしっかりものの女の子。気がついたことがある
とお兄ちゃんに注意してあげたりもします。カルタ
遊びが好きで、おじいちゃん、おばあちゃんによく
遊んでもらっています。
　６月には凌駕くんの入っているスポーツ少年団
のみんなでバーベキューをしました。未来ちゃんも
一緒に参加。いつも一緒の仲良しきょうだいです！
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コンビニ交付サービスが始まります

農業用廃棄ビニール・プラスチック類の収集についてのお知らせ

平成２９年７月１８日火から

取得できる証明書 ●住民票の写し（本人・同一世帯分）
●印鑑登録証明書（印鑑登録されている本人分）
●所得（課税）証明書（本人の最新年度分）

取得できる店舗

１、収集処分計画表

２．集荷対象

●ファミリーマートなどのコンビニエンスストア
　出雲市内の店舗だけでなく、
　全国の約５万３千店舗で取得が可能です。

利用時間 ●午前６時３０分～午後１１時
　（土日祝日も可能、年末年始を除く）

●１件／３００円

マイナンバーカードを申請しましょう！

発行手数料

　マイナンバーカード（個人番号カード）を利用して、全国のコンビニエンスストアに設置されているマル
チコピー機で各種証明書が取得できます。画面の案内に従ってタッチパネルを操作するだけの簡単な操作
で、申請書の記入も不要です。
　市役所の開庁時間に窓口に来られない場合や、出雲市外への出張等で急に証明書が必要になった場合
など、手軽に証明書が取得できる便利なサービスです。

　下記の収集処分計画表の通り、農業用廃棄ビニール・プラスチック類の収集を行います。持ち込みを希
望される方は、「委任状」・「産業廃棄物運搬車表示」が必要となりますので、最寄りの各営農センター
まで取りに行っていただきますようよろしくお願い致します。尚、「産業廃棄物運搬車表示」は紙に手書
きしたものでもかまいませんが、マグネットシートの掲示板をグリーンセンターにおいて２枚１組１，２９６
円（税込）で販売しておりますので、ご購入ください。

被覆資材（ビニール・農ポリ）・ハウス資材（マイカー線・パッカー・寒冷沙・タイベック）・
潅水チューブ・肥料袋・ビニールマルチ、育苗箱、波板

※農薬の容器や空袋、紙（ダンボール箱等）
※トンネル支柱・イボ竹等鉄にビニールコーティングしてある物
※塩ビパイプ管　※金属類

３、処理料金・代金決済 料　　金：㎏当たり　税込み ２５円
代金決済：営農口座より　平成２９年９月２５日引き落とし

※砂、土、油は落として出荷する。種類毎に、20～30㎏程度に結束し搬入ください。
　パッカーの金具は外してください。

お問い合わせ先　出雲市役所市民課　☎（0853）２１-２３１５

地区名 収集場所 収集日
桧山・久多美・灘分・平田
伊野・平田東・西田・国富
神西・神戸川・湖陵・多伎
高松・荒茅・園・大社・遙堪・荒木
乙立・朝山・稗原・佐田
上津・大津・塩冶・今市
四絡・高浜・川跡・鳶巣

平田カントリー

西部カントリー
西部カントリー

西部カントリー

７月２６日（水）

８月１日（火）
８月２日（水）

８月４日（金）

収集時間
午前９時～１１時
午後１時～　３時
午前９時～１１時
午前９時～１１時

午前９時～１１時

※ご不明な点がございましたら生産資材課・各営農センターへご連絡ください。

生 産 資 材 課 ☎21-6047　中部営農センター ☎31-9055　西部営農センター ☎53-2168 
河南営農センター ☎43-7007　南部営農センター ☎84-0213　東部営農センター ☎62-9059

持込不可の物
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平成３０年度 介護・看護・作業療法士職員採用募集
ＪＡいずも福祉会（みどりの郷４施設）では、平成３０年度４月採用職員の
募集を行います。詳しくはＪＡいずも福祉会事務局（JAしまね出雲地区
本部　ふれあい福祉課内）までお問い合わせ下さい。

採用予定人数
応 募 資 格

提 出 書 類
書 類 締 切 日
書 類 提 出 先
選 考 方 法

試 験 期 日

介護職員・看護職員・作業療法士各若干名
協同の精神のもとに、福祉活動を通じて、生きがいのある安心して暮らせる
地域づくりのために活躍しようとする人で、次に該当する方。
①大学を卒業または卒業見込の方。
　短大、専修学校を卒業または卒業見込の方
②介護職員は、介護福祉士の資格を取得見込又は資格を有する方。
　看護職員は、看護師、准看護師資格いずれかの資格を取得見込又は資格
を有する方。
　作業療法士は、作業療法士の資格を取得見込又は資格を有する方。
自筆履歴書（写真貼付）、卒業見込証明書　※応募書類は返却いたしません。
平成２９年９月１日（金）
ＪＡいずも福祉会 本部事務局　〒６９３-８５８５ 出雲市今市町１０６番地１
①筆記試験：小論文
②面接試験：書類選考および面接試験
①筆記試験：平成２９年９月１６日（土）の予定
②面接試験：別途通知または当日実施

／
／

　

／
／
／
／

／

●
●

●
●
●
●

●

　皆さんは、ご自身の体重やお腹まわりに注意していますか？
　「肥満」とは、単に見た目が太っていることではなく、体に脂肪が過剰に蓄積された状態のことを
いいます。目安となるのが、Body Mass Index（BMI、体格指数）とお腹まわり（腹囲）です。

肥満がなぜいけないのか？
　BMIが25を超えると、「糖尿病」などの発症率が急激に高まります。
　これは、日本人が遺伝的に、欧米人に比べて、血糖値を下げる「インスリン」の分泌能力が低く、糖尿病にかかりやすいことに関係し
ています。
　また、肥満は、「糖尿病」だけでなく、「高血圧」や「脂質異常症」のリスクも高めます。
　そして、肥満を放置していると、これらの生活習慣病が進行し、やがて血管が傷ついて弾力を失い、「動脈硬化」を引き起こすのです。

健康ライフかわら版
肥満に注意しよう

お問い合わせ先　出雲保健所健康増進課　☎２１－8785

【BMIの計算】体重kg÷（身長m×身長m）

B M I 肥満度判定
18.5未満

18.5～25未満
25以上

低体重（やせ） 
普通体重 
肥　　満

【腹囲の測定】
自然に立ち、おへその高さで水平に計測。
お腹に力を入れず、普通に呼吸し吐き出し
たところで目盛を読みます。

★食生活を見直す
❶夜間に食べ過ぎないようにする
❷1日3食、規則正しく食べる
❸ゆっくりよく噛んで、食事に時間をかける
❹栄養の偏りなく、バランス良く食べる
❺アルコールは適量に

★運動習慣・日常活動を見直す
　普段からエレベーターを使わない、ちょっと
した距離は乗り物に乗らずに歩くなど、特別に
運動の時間を設けずとも、日常動作の積み重
ねで肥満改善効果も望めます。

＜基準値＞ 男性／85㎝未満　女性／90㎝未満

肥満を
予防する
には？
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